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転作田の飼料畑化過程を明らかにするため 1984年5月4日に播種された1)アルファノレファ CMedicago

sativa L. 品種デュピュイ)とスムースブロムグラス (Bromus inermz. s Leyss.品種北見 1号)草

地の 2年自について調査研究したので，以下にその概要を記述する。
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アルファの跡地(表層10cm)で5.75(H2 0)であり，スムースブロムグラスの跡地では 5.69(H20)で

両牧草種間や播種法・施肥法処理問では差異がなく，最低は 5.61で最高は 5.84の範囲に入っており，い

ずれもやや酸性であった。全窒素は平均 0.26%で， 0.25 '" 0.27 %の範囲に入っていた。 有効態リン酸

はアルフアルファの跡地では 6.951l1{1 / 100 9風乾土であり，スムースブロムグラス跡地では 6.731l1{1 /100 

g風乾土でいずれも少ないものであったが，堆肥施用区は無堆肥区比比較してわずかに多い傾向を示して

いた。置換性のカリはアルフアルファの跡地では 19.771l1{1 /100 9風乾土であり，スムースブロムグラス

跡地では 20.201ll{1で両牧草跡地で差異はないが，アルフアルファの 2番草跡地の交互条播堆肥区および無

堆肥区では 101ll{1程度他の処理区より少ない傾向を示していた。 置換性のカルシウムは両牧草跡地で

157.5， 154.61l1{1/ 100 9風乾土と変化がなかったが，アルファノレファ 2番草跡地の交互条播区とスムース

ブロムグラスの 2番草跡地の交互条播無堆肥区と単播堆肥区の跡地でやや少ない傾向を示した。またマグ

ネシウムは 39.891l1{1と47.181l1{1で，スムースブロムグラス l番草単播堆肥区跡地が75.391l1{1/100 9風乾土

ととくに多い傾向を示していた。

圃場の設定は前年に造成した試験圃をそのまま用いたのである。すなわち交互条播堆肥区，交互条播無

堆肥区，単播堆肥アルフアルファ区，および単播堆肥スムースブロムグラス区の 4処理である。処理区の

大きさは 3mX3mで条聞は 30cmである。

本年の施肥量は過リン酸石灰 500kg/ha，硫酸カリ 400kg/初(P2 05 100， CaO 100， K20 200kg/ 

仰に相当)を 1985年6月7日， 1番草刈取り後に追肥した。

刈取りは， 1番刈り 6月7日， 2番刈り 7月27日，そして 3番刈りは 8月30日比実施した。

結果

草丈の推移;1， 2および3番草の草丈の推移は表 2のようであった。すなわち 1番草の単播堆肥区の

アルフアルファでは 5 月 13 日~(. 30 cmから刈取り期の 6月8日では 68cmとなっていた。同様にスムースブ

ロムグラスでは 24cmから 46cmと低かった。 ζれらの傾向は交互条播堆肥区や交互条播無堆肥区ではアル

表 2(1) 草丈の推移， 1985， 1番草 (cm) 

5/13 5/21 5/27 6/3 6/8 

単 播 堆肥区

アJレファ Jレファ 30 38 53 61 68 

単 播 堆肥区

スムースブロムグラス 24 32 36 46 46 

交互条播 堆肥区

アjレファ Jレファ 34 39 52 58 64 

交互条播堆肥区

スムースブロムグラス 27 41 57 64 68 

交互条播無堆肥区

アJレファ Jレファ 32 39 51 60 69 

交互条播無堆肥区 ※ 

スムースブロムグラス 28 43 55 74 74 

※・出穂開始
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表 2 (2) 草丈の推移， 1985. 2， 3番草 (cm) 

2 番 草 3 番 草

7月27日 8月31日

単播 堆肥区

アJレファ Jレファ 80. 7土 6.01 78. 4士 6.93

単播堆肥区

スムースブロムグラス 41. 4士 4.95 37. 6土 6.81

交互 条播堆肥区

アJレファ Jレファ 84.3 + 8.08 79. 9土 8.90 

交互 条播堆肥区

スムースブロムグラス 75.4 :!: 5. 51 52. 4士 9.28 

交互条 播無堆肥区

アノレファ jレファ 84. 7士 6.80 81. 7士 7.60 

交互条播無堆肥区

スムースブロムクーラス 77. 4士 6.34 56. 4士 5.87 

フアルファ単播堆肥区と同様であったが，スムースブロムグラスでは， 5月13日の 27cmあるいは28cmか

ら6月8日の68cmあるいは 74cmとそれぞれ単播取肥区のそれに比較して増大していた。また 2，3番草

についても， 1番草と同様の傾向を示していた。しかし記述は刈取り時の草丈のみである。

生草重および乾物重;生草重および乾物重は表 3，図 1~乙示すようであった。すなわち生草重は単播堆

肥区のアルフアルファでは， 1， 2番草で 21t， 3番草で 17tで合計 59.5t /加で、あった。 乙れらの乾

物量の合計は 12t /初であった。単播堆肥区のスムースブロムグラスは l番草 7.4t， 2番草 3.1 tそし

表 3 生草重および乾物重

処 理 区 刈取り 生草重 乾物重 乾物率

kg/ゐ kg/ゐ % 

1番草 21250 4318 20. 32 

単播堆肥区 2番草 21000 5040 24. 00 

アノレファノレファ 3番草 17250 2803 16. 25 

合計 59500 12161 20. 44 

1番草 7400 1906 25. 75 

単播堆肥区 2番草 3100 620 20. 00 

スムースブロムク*ラス 3番草 3100 620 20. 00 

合計 13600 3146 23. 13 

l番草 20000 4530 22. 65 

交互条播堆肥区
2番草 18200 4005 22. 00 

3番草 15344 3410 22. 22 

合計 53544 11945 22. 31 

1番草 22100 4869 22. 03 

交 互 条 播 無堆肥区
2番草 16400 3591 21. 90 

3番草 15881 2740 17. 25 

合計 54381 11200 20. 60 

-233ー



231 -238 (1987) 21 Hokkaido Grassl. Sci J 

い
lι

2年目乾物量乾物重

3番草
tj，ゐ

nu --

t /Aa 
生草重

3番草

20 

10 

2年目生草重

交
互
条
播
無
堆
肥
区

うと
互
条
播
堆
肥
区

t/ゐ

60 
可 ιz. 
." ... 

... .. 

... 

....， 
・..・..

... ..ー
・..
ー・

・ー.... 
・..

0目. . 
・・・ 6

20 

2番草I

l

-

-

四
圃

20 

10 

重

量

50 

40 

30 

Eコ• 仁コ• Eコ

10 

1番草20 

10 

単
播
堆
肥
出
区

単
播
堆
肥

M
区

10 

交
互
条
播
無
堆
肥
伯
区

交
互
条
播
無
堆
肥

M
区

交
互
条
播
堆
肥
伯
区

交
互
条
播
堆
肥

M
区

単
播
堆
肥
伯
区

単
播
堆
肥

M
区

交
互
条
播
無
堆
肥
伯
区

交
互
条
播
無
堆
肥

M
区

交
互
条
播
堆
肥
部
区

交
互
条
播
堆
肥

M
区

|
|
」
単
播
堆
肥
部
区

単
播
堆
肥

M
区

cd 
cu a

 
r
 

F
b
 

凸
Um

 

nu 山田…・
A

S

 

※
 

生草重および乾物重とその割合

て3番草は 3.1tで合計 13.6t /加で、あり，その乾物重は 3.2t /haで、あった。交互条播堆肥区では 1， 

および3番草の合計で生草重は 53.5t /ha，乾物重は 12.0t /ha，交互条播無堆肥区の生草重は54.4t/ha.

2 

図1

そして乾物重は 11.2t/加で、あった。

乙れらの牧草の生草重l乙対する乾物重の割合はおよそ 20"""'23%であった。そしてアルフアルファの 2

番草がやや高かった。

牧草のミネラル組成;以上のような生育を示した牧草のミネラノレ組成は表 4(1)のように，アルフアルフ

ァの灰分は平均 8.4%で，スムースブロムグラスでは 10.8%であった。 そして播種・施肥処理問ではア

ルフアルファにおいては差異を認め得なかったが，スムースブロムグラスでは処理問では差異は認め難か

しかしし 2番草より 3番草において多くなる傾向が認められた。そしてこの多くなった原因がケ

イ酸含有率の増加に起因しているように，その含有率が3番草において増加していた。

った。

リン酸含有率はい

ずれの牧草も低く，平均で 0.22%から 0.26%であった。カリはアルフアルファで 2.0，スムースブロム
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あり，処理問で、差異は認め難かった。マグネシウムはアルフアルファが 0.31%，スムースブロムグラスは
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牧草のミネラル組成(乾物当たり %).1985
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である。

1番草および 3番草収穫跡地土壌の特性;牧草栽培跡地土壌の特性は表 5のようであった。すなわち pH

1番草収穫跡地土壌および3番草収穫跡地土壌の特性表 5(1) 
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表5(2) 1番草収穫跡地土壌および3番草収穫跡地土壌の特性
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土壌の微量要素では，銅，マンガンおよび亜鉛についてみると，銅は 6ppm内外，マンガンは 1番草跡地

で84""'141 ppm， 3番草跡地で 60""' 6 7 ppmと刈取り時により低下が見られた。亜鉛については，いずれも

4 ppm内外で、処理別牧草種別で、は差異は認めがたかったが， 1番草と 3番草跡地では後者において若干低下

する傾向にあった。

考察

長年水田として利用していた土壌であっても，一定の土壌条件を具備させれば，直ちにアルファノレファ

やスムースブロムグラスを生育させるに足る土地として利用可能である乙とが判明した。しかし，土壌の

植物に必要な養分は確実に低下しており，乙の補給をお乙たれば，牧草の生育児決定的な影響を与えるこ

とが考えられた。とくにカリ，カルシウム，リン酸およびマグネシウムの吸収量は 2年目の後半になると

明らかに低下の傾向を示すようになっている。しかし窒素については 2か年間全く施用していないにもか

かわらず，例えば単播堆肥区のスムースブロムグラスがとくに全窒素含量が低下したという傾向にはなら

ず，またアルフアルファ区がとくに高くなるという傾向も見いだされなかった。しかし乙の両区の牧草収

量を比較するとアルフアルファは 12.2t /仰の乾物収量に対して，スムースブロムグラスは 3.2t /仰と大

きく低下していた。

またこれらの牧草のミネラル含有率の変化をみると，アノレフアルファではカルシウムやマグネシウムが

多く，カリやマンガンが少なくなっている傾向は一般的な傾向であったが，これらの牧草種間差を反映し

て土壌中の有効養分も次第に低下する傾向にあったが，それ程大きな低下となって現れないのは，過リン

酸石灰や硫酸カリの施肥によるものと考えられた。しかしマンガンの低下はスムームブロムグラスの 3番

草跡地に認められ，これは pHの低下とも関連して，マンガン吸収を増大せしめたものとも考えられたが

4)，乙れらの変化は今後一層注意深く検討を続けてゆく必要があろう。

摘要

転作田の飼料畑化過程を明らかにするため，アルフアルファとスムースブロムグラスを供試して，その

2年目草地について検討した。乙の土壌は， 1983年まで 25年以上水田として利用されていた千歳市黄金

町の火山性土壌であり，単播堆肥アルフアルファ区，同スムースブロムグラス区，さらに乙れらの両牧草

の交互条播堆肥区および同無堆肥区の 4処理の 2年目草地の調査結果である。

刈取り期は l番草は 6月8日， 2番草 7月27日，そして 3番草は 8月30日であった。施肥は 6月7日

のl番草刈取り直後に過石 500kg，硫加 400kg / haの割合で表面施用した。

その結果， 2年目の乾物収量は単播堆肥区アルフアルファで 12.2t ，同スムースブロムグラスで 3.2t 

/初であった。乙の両牧草による交互条播堆肥区および同無堆肥区の乾物収量は前者で 12.0t ，後者で

11. 2 t / haで、両処理問で、差異はなかった。これらの牧草のミネラル含有率の処理間差は認められなかった

が，牧草種間差や刈取り間差が認められた。すなわち牧草種間差としてはアルフアルファでCa，Mg， 

T-Nが多くスムースブロムグラスで Si02，K，Mnが多かった。 また 1番草および3番草跡地土壌の

分析結果は，処理間では明らかな差異は認めがたかったが，全体として pHの低下，有効P，置換性K，

Ca，およびMgの低下が認められた。 しかし過石や硫加の施用効果も大きいものであった。また微量要

素のMnの低下も認められた。
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以上のととから，供試水田土壌の転作飼料畑化が，その 2年自においても順調に進行するものと認めら

れたが，今後も ζれらの経過を検討してゆきたい。
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